




「参考」個別業績予想 
2019年 3月期の個別業績予想（2018年 4月1日～2019年 3月 31日） 

(%表示は、対前期増減率) 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 

通  期 24,000 0.2 550 △1.2 550 △3.1 500 △15.7 83.44 

 (注) 1.直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

2.2019 年 3 月期の通期の個別業績予想における 1 株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しておりま

す。株式併合を考慮しない場合の 2019 年 3 月期の個別業績予想（通期）における 1株当たり当期純利益は 8円 34 銭と

なります。 



○添付資料の目次

1.当四半期決算に関する定性的情報  .................................................. 2

(1)経営成績に関する説明  ......................................................... 2 

(2)財政状態に関する説明  ......................................................... 3 

(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明  ................................... 4 

2.四半期連結財務諸表及び主な注記  .................................................. 5

(1)四半期連結貸借対照表  ......................................................... 5 

(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書  ............................. 7 

(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書  ........................................... 9 

(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項  .......................................... 10 

（継続企業の前提に関する注記） ................................................ 10 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） .............................. 10 

（セグメント情報等）  ......................................................... 10 

（追加情報）  ................................................................. 10 

3.（参考）四半期財務諸表（個別）  ................................................. 11 

(1)（要約）四半期貸借対照表（個別）  ............................................ 11 

(2)（要約）四半期損益計算書（個別）  ............................................ 11 

池上通信機㈱　（6771）　2019年3月期　第2四半期決算短信

－1－



１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１)経営成績に関する説明 

当第2四半期連結累計期間（2018年4月1日～2018年9月30日）におけるわが国の経済は、雇用・所得環

境の改善が続く中で、各種政策の効果もあり景気は緩やかな回復が継続しました。 

一方、世界経済においては、米国、欧州地域でも景気の回復基調が継続し、中国においても景気の持

ち直しの動きが継続していますが、米国の保護主義的な通商政策による貿易摩擦の懸念が広がるなど、

今後の政策動向による海外経済の不確実性から、依然としてわが国経済が下押しされるリスクも存在す

る状況で推移しました。 

このような状況下において、当社グループの第2四半期の連結売上高は、以下のとおりとなりました。 

国内販売につきましては、放送システム事業の売上が堅調に推移したことを受けて、前年同期の売上

を上回る結果となりました。 

一方、海外におきましては、アジア地域での売上は前年同期比で微増となりましたが、北米地域での

売上は前年同期比で微減となり、欧州地域でも前年同期と比べ売上が減少しました。 

この結果、連結売上高は前年同期比で0.5%減の88億80百万円となりました（前年同期売上高89億26百

万円）。 

損益面につきましては、生産効率の改善、海外事業の採算性向上に加え、第3四半期以降に予定してい

た高利益率案件の売上が当第2四半期に前倒しとなったことにより、営業損益は、前年同期比で5億24百

万円改善し、営業損失2億1百万円（前年同期営業損失7億25百万円）となりました。 

経常損益につきましては、営業外収益に為替差益等を計上したこと等により、経常損失1億69百万円

（前年同期経常損失7億23百万円）となりました。最終損益につきましては、親会社株主に帰属する四半

期純損失は1億79百万円（前年同期親会社株主に帰属する四半期純損失7億26百万円）となりました。 

（所在地別セグメントの概況） 

① 日本

国内販売につきましては、放送市場におけるデジタルハイビジョン設備の更新需要が、引続き順調に

推移したことを受けて、放送システム、中継車システム、放送用モニタ等の販売が増加したことにより、

放送システム事業の売上は前年同期を上回りました。産業システム事業におきましては、第 3四半期以

降の売上に寄与する受注残高は、前年同期を大きく上回ったものの、当第 2四半期での売上は前年同期

を下回りました。この結果、放送システム事業での売上の増加により、国内における売上高は前年同期

を上回りました。 

輸出面におきましては、アジア地域では、中国、東南アジアにおいて OEM 契約等を含め、医療用カメ

ラ、モニタの販売が第 1四半期に引続き増加し、放送用カメラシステムの販売も東南アジア地域等で増

加したことから、アジア地域向け輸出売上高は前年同期を若干上回る 4億 93 百万円（前年同期売上高 4

億 58百万円）となりました。北米地域への輸出売上高は、放送用モニタの輸出は増加しましたが、放送

用カメラ、医療用カメラ、モニタの輸出が減少したことにより前年同期を下回り、欧州地域への輸出売

上高につきましても、放送用モニタ、医療用モニタの輸出は前年同期を上回りましたが、放送用カメラ、

医療用カメラの輸出が減少したことにより、前年同期を下回りました。 

結果、当第 2四半期連結累計期間における日本の売上高は、国内の放送システム事業の売上が堅調に

推移しましたが、産業システム事業および北米地域、欧州地域への輸出売上高の減少により、前年同期

とほぼ同等となる前年同期比 0.2％減の 79 億 98 百万円（前年同期売上高 80 億 16 百万円）となりまし

た。 
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② 北米

主たる販売地域である北米地域におきましては、放送システム事業における放送用カメラシステム、

およびセキュリティ事業での売上は前年同期並みで推移しましたが、医療用カメラ、モニタの販売が前

年同期を下回ったことにより、売上高は前年同期を若干下回る 8 億 32 百万円（前年同期売上高 8 億 59

百万円）となりました。 

③ ヨーロッパ

主たる販売地域である欧州地域におきましては、医療用カメラ、モニタの販売が堅調に推移しました

が、放送用カメラシステムの販売が、顧客の予算執行延期の影響等もあり低調に推移したことから、売

上高は前年同期を下回る 6億 37 百万円（前年同期売上高 7億 24百万円）となりました。 

(２)財政状態に関する説明 

① 資産、負債および純資産の状況

 当第 2四半期連結会計期間末の総資産は、244 億 87 百万円であり、前連結会計年度末に比べ 29億 55

百万円減少しました。流動資産は、現金及び預金、受取手形及び売掛金の減少、仕掛品の増加等により、

前連結会計年度末に比べ 28 億 83 百万円減の 200 億 45 百万円となりました。固定資産は、有形固定資

産、無形固定資産の減少、投資その他の資産の増加により、前連結会計年度末に比べ 71 百万円減の 44

億 42 百万円となりました。 

負債総額は 130 億 35 百万円であり、前連結会計年度末に比べ 26 億 69 百万円減少しました。流動負

債は、支払手形及び買掛金、短期借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べ 18 億 56 百万円減の

98 億 19 百万円となりました。固定負債は、長期借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べ 8 億

12 百万円減の 32 億 15 百万円となりました。 

純資産については、前連結会計年度末に比べ 2 億 86 百万円減少し、114 億 52 百万円となりました。

これは主として、当第 2四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純損失計上による利益剰余

金の減少等によるものです。 

この結果、自己資本比率は、46.8%（前連結会計年度末 42.8%）となりました。 

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第 28号 2018 年 2 月 16 日）等を第

1 四半期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って

適用した後の数値で前連結会計年度との比較を行っています。 

② キャッシュ･フローの状況

当第 2四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローについては、税金等調整前四半期純

損失 1億 69 百万円を計上し、減価償却費 3億 25百万円、売上債権の減少額 45 億 21 万円、たな卸資産

の増加額 21 億 20 百万円、仕入債務の減少額 7 億 48 百万円、未払消費税等の減少額 3億 26 百万円等に

より、7億 93百万円の収入となりました（前年同期比 46 億 11 百万円の収入増加）。 

投資活動によるキャッシュ・フローについては、有形固定資産の取得による支出 1 億 53 百万円等に

より、1億 76百万円の支出となりました（前年同期比 96 百万円の支出増加）。 

財務活動によるキャッシュ・フローについては、短期借入金の純減額 7 億 75 百万円、長期借入金の

返済による支出 5億 6百万円、社債の償還による支出 1億 56 百万円、配当金の支払額 1億 89百万円等

により、17 億 1 百万円の支出となりました（前年同期比 11億 33 百万円の支出増加）。 

以上の結果により、現金及び現金同等物の当第 2四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末に

比べ 10 億 60 百万円減少し、43 億 80 百万円となりました。 
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(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2018 年 5月 10 日に公表しました 2019 年 3月期の業績予想に比べ、当第 2四半期連結累計期間の売上

高は、通期予想を 12 カ月で除した進捗率と大きな乖離があります。これは、客先要求により年度末に

納期を迎える受注が比較的多いことから第 4 四半期連結会計期間に売上が集中する傾向があるためで

す。 

当第 2四半期連結累計期間における業績は、期初の計画と比べ損益面で改善傾向にありますが、通期

の業績予想につきましては、来期へ向けての成長戦略、更なる技術力強化等への投資、また、今後の世

界経済情勢における様々なリスク等を考慮し、現時点において 2018 年 5 月 10 日に公表しました 2019

年 3 月期の通期業績予想は変更していません。今後の業績動向等を見ながら、修正の必要性が生じた場

合には、速やかに開示します。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,441 4,380

受取手形及び売掛金 9,339 5,195

電子記録債権 388 181

商品及び製品 1,293 1,251

仕掛品 4,539 6,664

原材料及び貯蔵品 1,977 2,044

その他 169 348

貸倒引当金 △220 △21

流動資産合計 22,929 20,045

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 852 830

土地 1,600 1,602

その他（純額） 994 895

有形固定資産合計 3,448 3,328

無形固定資産 401 339

投資その他の資産

投資有価証券 322 361

その他 583 680

貸倒引当金 △241 △267

投資その他の資産合計 664 774

固定資産合計 4,514 4,442

資産合計 27,443 24,487

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,071 2,083

電子記録債務 1,340 1,794

短期借入金 4,583 3,648

未払法人税等 110 57

賞与引当金 480 434

製品保証引当金 61 54

株式給付引当金 - 307

その他 2,028 1,439

流動負債合計 11,676 9,819

固定負債

社債 576 520

長期借入金 1,649 1,302

繰延税金負債 26 38

株式給付引当金 286 -

退職給付に係る負債 567 557

その他 921 796

固定負債合計 4,028 3,215

負債合計 15,704 13,035
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,000 7,000

資本剰余金 4,469 4,469

利益剰余金 2,625 2,254

自己株式 △1,369 △1,345

株主資本合計 12,724 12,378

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 61 88

為替換算調整勘定 △1,249 △1,190

退職給付に係る調整累計額 202 176

その他の包括利益累計額合計 △985 △925

純資産合計 11,739 11,452

負債純資産合計 27,443 24,487
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

売上高 8,926 8,880

売上原価 6,674 6,071

売上総利益 2,251 2,808

販売費及び一般管理費 2,977 3,009

営業損失（△） △725 △201

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 49 16

為替差益 - 48

その他 19 47

営業外収益合計 69 112

営業外費用

支払利息 39 32

為替差損 3 -

支払手数料 24 3

違約金損失 - 43

その他 0 0

営業外費用合計 66 80

経常損失（△） △723 △169

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 23 -

退職給付制度改定益 29 -

特別利益合計 54 0

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純損失（△） △669 △169

法人税、住民税及び事業税 57 10

四半期純損失（△） △726 △179

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） - -

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △726 △179
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

四半期純損失（△） △726 △179

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7 27

為替換算調整勘定 163 59

退職給付に係る調整額 △40 △26

その他の包括利益合計 116 60

四半期包括利益 △610 △118

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △610 △118

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △669 △169

減価償却費 328 325

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11 △172

賞与引当金の増減額（△は減少） 46 △45

株式給付引当金の増減額（△は減少） 22 20

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △10 △36

受取利息及び受取配当金 △49 △16

支払利息 39 32

為替差損益（△は益） 48 1

投資有価証券売却損益（△は益） △23 -

売上債権の増減額（△は増加） 220 4,521

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,264 △2,120

仕入債務の増減額（△は減少） 198 △748

未払金の増減額（△は減少） △1,313 △167

未払消費税等の増減額（△は減少） △229 △326

長期未払金の増減額（△は減少） △291 △97

その他 170 △121

小計 △3,764 879

利息及び配当金の受取額 50 16

利息の支払額 △38 △32

法人税等の支払額 △64 △70

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,817 793

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △106 △153

有形固定資産の売却による収入 1 0

無形固定資産の取得による支出 △19 △22

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 39 -

貸付金の回収による収入 0 0

その他 5 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △79 △176

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △317 △775

長期借入れによる収入 475 -

長期借入金の返済による支出 △441 △506

社債の償還による支出 △156 △156

支払手数料の支払額 - △3

リース債務の返済による支出 △80 △88

自己株式の売却による収入 16 18

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △64 △189

財務活動によるキャッシュ・フロー △568 △1,701

現金及び現金同等物に係る換算差額 12 24

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,453 △1,060

現金及び現金同等物の期首残高 9,072 5,441

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,619 4,380
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 
該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 
該当事項はありません。 

（セグメント情報等） 
〔セグメント情報〕 

前第2四半期連結累計期間(自 2017年 4月 1日 至 2017年 9月30日)および当第2四半期連結累計期間(自 
2018年 4月1日 至 2018年 9月 30日) 
当社グループは、情報通信機器の単一セグメントであるため、記載を省略しています。 

（追加情報） 
「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第 28号 2018 年 2 月 16 日）等を第 1四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定
負債の区分に表示しています。 
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3.(参考)四半期財務諸表(個別) 

(1)(要約)四半期貸借対照表(個別) 

(単位：百万円) 

前事業年度末 

(2018年 3月31日) 

当第2四半期会計期間末 

(2018年 9月30日) 

資産の部 

流動資産 21,072 18,208 

固定資産 5,988 5,922 

資産合計 27,061 24,130 

負債の部 

流動負債 11,418 9,626 

固定負債 4,112 3,281 

 負債合計 15,531 12,908 

純資産の部 

株主資本 11,468 11,133 

評価・換算差額等 61 88 

 純資産合計 11,529 11,222 

負債純資産合計 27,061 24,130 

(2)(要約)四半期損益計算書(個別) 

(単位：百万円) 

前第2四半期累計期間 

(自 2017年 4月 1日 

 至 2017年 9月 30日) 

当第2四半期累計期間 

(自 2018年 4月1日 

至 2018年 9月30日) 

売上高 7,821 7,824 

売上原価 6,100 5,559 

売上総利益 1,721 2,264 

販売費及び一般管理費 2,426 2,496 

営業損失(△) △704 △231 

営業外収益 142 157 

営業外費用 66 83 

経常損失(△) △628 △157 

特別利益 45 0 

特別損失 0 0 

税引前四半期純損失(△) △583 △157 

法人税等 9 9 

四半期純損失(△) △593 △167 

(注)上記の四半期個別財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007 年内閣府

令第 63 号)に基づいて作成した四半期財務諸表の一部科目を集約して表示しており、法定開示におけるレ

ビュー対象ではありません。 
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